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「小春」「日和」と「小」「春日和」 

                      副校長  田 﨑  剛 

 

 小雪（しょうせつ）を過ぎ、日中でも寒く感じる日が多くなり、本格的な冬の到来を感じられる

今日この頃になりました。保護者の皆様、地域の皆様、この学校だよりをご覧になる皆様におかれ

ましては、益々、ご健勝のことと存じます。また、日頃より、本校の教育活動にご理解とご協力を

いただき、誠にありがとうございます。１１月２８日の「なわとび・表現発表会」では、多くの方

のご参観をいただきありがとうございました。皆様の大きな拍手により、子供たちは、学年で一緒

になって取り組むことができたという達成感を味わうことができたのではないでしょうか。 

 さて、「小春日和」という言葉がありますが、この言葉の意味を調べてみると次のように書かれて

いました。 

「１１月から１２月にかけての、よく晴れた春のような感じがするあたたかいひより」  

 ちょうど、子供たちが「なわとび・表現発表会」に向けての練習に取り組んでいたころの暖かい

日が、「小春日和」だったのです。また、「小春」を調べると、陰暦の１０月（今の１１月中旬から

１２月上旬ごろ）を示した言葉だと分かりました。 

ちょっと前の調査になりますが、平成２６年度の「国語に関する世論調査」では、５０歳代の６

０．２％の人が、「小春日和」の正しい意味を知っていました。その一方で、１６～１９歳の６６．

１％の人が、春先の頃の穏やかな天気と答えていたそうです。「小春日和」や「小春」のことを知ら

なければ、「春」の文字につられて、そう考えてしまったのではないでしょうか。  

しかし最近では、本来の意味を分かっているにも関わらず、真冬から春先に訪れる暖かな日のこ

とを「小春日和」ということがあります。これは、「小」（こ）という文字に関係があるようです。  

例えば、ある言葉の前に「小」がついた言葉の中に、「小江戸」があります。これは、「江戸その

ものではないけれど、江戸のように栄えた町」のことを表しています。つまり、「春日和」に「小」

がついて、「春そのものではないけれど、春のように穏やかな日」という使われ方がされたためと考

えられます。このように考えると、真冬の「小春日和」も間違いとは言い切れなくなりそうです。  

世の中には、同じ言葉やものでも、別な角度から考えると絶対に間違えているとは言い切れない

ことがあるのです。 

 12 月生活目標    整理整頓をしよう 
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１２月の行事予定
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『 マラソン大会 』 体育的行事委員会

１２月3日～１２月２４日にかけてマラソン旬間が始まります。中休みの時間に自分で決めた目標回数に向けて
走ります。休み時間には、そのままの服装で走りますので、動きやすく、体温調節がしやすい着脱できる服装をご
家庭でもお声がけください。
今年もマラソン記録会が行われます。天候によりマラソン記録会が実施できない場合には、当日に延期のお知
らせを校門に掲示し、学校連絡メールでも連絡します。マラソン記録会は授業の一環として行いますので、撮影は
控えていただきますよう、よろしくお願いします。マラソン記録会の参観場所につきましては、校舎前及び体育館
前(コンクリート部分)、遊具側にて参観いただけます。

『 ４年生の活動 』 ４年担任

４年生のなわとび表現はいかがだったでしょうか。子供たちは、中休み、昼休みを使って大縄の練習に励み、グループみん

なで力を合わせて跳べるように何度も挑戦を続けていました。行事の少ない中、クラスを超えて学年みんなで力を合わせて創

りあげたというこの体験が、良き思い出となると共に、子供たち一人一人の力を磨き、”かがやき”をもった５年生となるための、

成長の糧となってくれればと担任一同願っています。

１０月２８日には、練馬区聴覚障碍者協会の方を講師にお迎えし、手話について

の学習をしました。講師の先生から、耳が不自由になって困ったことや、それを

どのように克服したかという話を伺いました。子供たちは事前学習で学んだ、

指文字や手話を使って自己紹介しながら、耳の不自由な人とのコミュニケーションを

楽しみながら、自分ができることについて考えることができました。

１１月17日には、セーフティ教室が行われました。

今年は万引き防止をテーマに石神井警察署の少年課の方を講師に学習をしました。お店から物を勝手に盗ることが悪いとい

うことだけでなく、普段の教室において、他の子の持ち物を勝手に借りたり、動かしたりすることも同じようにダメだということ。

毎日の身近なところから気を付けなければいけない事を学びました。


